
２０２０年（令和２年）
Ⓒ石油化学新聞社２０２０年　（昭和３０年６月８日第３種郵便物認可）　週刊・毎月曜日発行

購読料／年間３4,３２０円（本体３１,２００円＋消費税３,１２0円）・６カ月１7,１６０円（本体１５,６００円＋消費税１,５６０円）

５月25日（月）3373号

　
10
万
円
の
一
律

給
付
金
を
当
て
に

買
っ
た
ソ
フ
ァ
ー

が
連
休
中
に
届
い

た
。
し
か
し
、
肝

心
の
申
請
書
類
は

来
な
い
。
市
に
よ
る
と
、
申

請
開
始
は
５
月
下
旬
、
給
付

開
始
は
６
月
中
旬
に
な
る
。

こ
れ
じ
ゃ
口
座
引
落
日
に
間

に
合
わ
な
い
▼
連
休
明
け
早

々
、
自
動
車
税
と
固
定
資
産

税
の
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ

て
き
た
か
ら
「
何
だ
」
と
独

り
役
所
を
怒
っ
て
い
る
。
後

悔
先
に
立
た
ず
▼
片
や
「
お

し
ゃ
れ
」「
良
き
」
と
喜
ん

で
い
る
の
は
妻
と
娘
た
ち

だ
。
買
い
替
え
前
の
ソ
フ
ァ

ー
は
25
年
モ
ノ
。
後
年
、
繊

維
の
ほ
つ
れ
を
シ
ー
ツ
で
隠

し
て
い
た
か
ら
、
新
調
し
た

テ
ー
ブ
ル
の
木
の
香
も
心
の

癒
し
に
一
役
買
っ
て
い
る
ら

し
い
▼
新
品
家
具
が
業
者
に

よ
っ
て
据
え
付
け
ら
れ
る

と
、
休
校
中
の
娘
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
、
夫
婦
の
テ
レ
ワ

ー
ク
の
場
と
な
り
、
３
密
と

化
し
た
。
夫
婦
は
連
休
明
け

に
出
勤
す
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
学
校
再
開
は
６
月
。
３

月
か
ら
登
校
し
て
い
な
い
娘

の
我
慢
が
続
く
▼
我
が
家
計

は
コ
ロ
ナ
前
に
比
べ
水
道
光

熱
費
が
１
・
２
倍
、
食
費
が

２
・
３
倍
に
上
が
っ
た
。
図

書
費
や
趣
味
の
費
用
も
増
え

た
。
新
生
活
の
必
要
経
費
と

思
い
つ
つ
も
、
学
校
と
給

食
、
会
社
の
有
難
さ
を
し
み

じ
み
感
じ
て
い
る
▼
19
日
の

衆
院
財
務
金
融
委
員
会
で
は

古
本
伸
一
郎
氏
（
国
民
）
の

「
テ
レ
ワ
ー
ク
手
当
を
企
業

は
損
金
に
算
入
で
き
る
か
」

の
問
い
に
対
し
、
国
税
庁
の

田
島
淳
志
次
長
が
「
雇
用
関

係
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
法
人
税
法
上
で

き
る
」
と
答
え
た
▼
参
考
と

な
る
の
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
新
型

コ
ロ
ナ
手
当
だ
。
月
額
５
千

円
。
衛
生
用
品
や
備
品
の
購

入
、
水
道
光
熱
費
や
通
信
費

の
充
当
を
想
定
し
て
い
る
。

支
給
期
間
は
緊
急
事
態
宣
言

期
間
中
と
い
う
。
コ
ロ
ナ
時

代
を
生
き
抜
く
た
め
、
恒
常

化
に
つ
い
て
一
考
の
余
地
あ

り
か
。

主な記事

◆販売事業者数減少
　経済産業省ガス安全室が
11日に発表した2019年12月
末時点の全国ＬＰガス販売
事業者数は１万7603者とな
った。　　　　　　　２面
◆ジャパンタクシー導入
　伊丹産業は２日、ジャパ
ンタクシーを導入した。近
畿ＬＰガス連合会で出展し
た大阪モーターショーでの
反響などから、今回の導入
を機に医療や介護、レンタ
カー分野などへの提案を加
速させる。　　　　　８面
◆実検針５万戸目指す
　ダイプロが2020年度の経
営方針を発表した。活動テ
ーマ「未来へのチャレン
ジ」、自己挑戦テーマ「３
Ｓの心～スピード・サポー
ト・スマイル」のもと、実
検針件数５万戸、電気窓口
１万５千件などの目標達成
に全力を挙げる。　　９面
◆業務用ガス検知警報器
　新コスモス電機は４月24
日、業務用ガス検知警報器
「Ｂ－780」を発売した。
コンパクトで簡単に設置可
能で、設置部は３点まで接
続できる。　　　　　10面

容
器
検
査
所
特
集
４
～
５
面

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
・
Ｈ
Ｄ

新
社
長
に
大
田
氏

　
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
本
社
・
東
京
）
は
20

日
、
６
月
25
日
付
の
ト
ッ
プ

人
事
を
発
令
し
た
。
６
月
の

株
主
総
会
で
商
号
変
更
予
定

の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
社
長
に
大
田
勝
幸

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
長

が
就
き
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
（
現

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
社

長
を
兼
任
す
る
。
杉
森
務
Ｊ

Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

社
長
は
代
表
権
の
あ
る
会
長

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
く
。大田勝幸氏

　
大
田
勝
幸
（
お
お
た
・
か

つ
ゆ
き
）
氏
　
１
９
８
２
年

４
月
日
本
石
油
入
社
、
２
０

１
４
年
６
月
Ｊ
Ｘ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
経
理
部
長
、
17
年

４
月
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
取
締
役
執
行
役
員

（
経
理
部
管
掌
）、
18
年
６

月
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

長
。
１
９
５
８
年
５
月
26
日

生
ま
れ
、
62
歳
。

都
市
ガ
ス
ス
イ
ッ
チ
ン
グ

４
月
末
で
359
万
件
超

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
集

計
に
よ
る
と
、
４
月
30
日
時

点
の
都
市
ガ
ス
ス
イ
ッ
チ
ン

グ
申
し
込
み
件
数
は
累
計
３

５
９
万
７
０
５
８
件
（
前
月

比
16
万
５
７
７
２
件
増
）
と

な
っ
た
。
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
率

は
14
・
２
％
（
同
０
・
７
㌽

増
）。
増
加
数
は
前
年
同
月

を
１
万
２
３
３
８
件
上
回
っ

た
。
増
加
数
の
約
８
割
は
関

東
地
域
で
、
月
別
増
加
数
が

高
水
準
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
外
出
自
粛
で
在
宅
率
が

上
が
り
、
申
し
込
み
が
増
え

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
地
域
別
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
累

計
件
数
は
、
関
東
18
万
４
０

３
２
件
（
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
率

14
・
２
％
）、
中
部
北
陸
43

万
４
６
６
７
件（
同
18
％
）、

近
畿
１
１
９
万
３
８
１
８
件

（
同
19
・
２
％
）、
九
州
沖

縄
12
万
４
５
４
１
件
（
同
８

・
６
％
）
で
、
い
ず
れ
の
地

域
も
前
月
よ
り
増
加
し
た
。

電
力
ス
イ
ッ
チ
ン
グ

1600
万
件
を
突
破

　
広
域
機
関
の
集
計
に
よ
る

と
、
４
月
30
日
時
点
の
電
力

ス
イ
ッ
チ
ン
グ
開
始
申
請
件

数
は
累
計
１
６
０
１
・
４
万

件
と
な
っ
た
。
ス
イ
ッ
チ
ン

グ
率
は
25
・
６
％
で
、
前
月

比
０
・
４
㌽
増
と
な
っ
た
。

　
前
月
か
ら
の
増
加
数
は
26

・
６
万
件
増
に
と
ど
ま
っ
て

り
、
前
月
、
前
年
同
月
の
増

加
数
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。

　
旧
電
力
会
社
別
の
ス
イ
ッ

チ
ン
グ
数
は
多
い
順
に
、
東

京
７
７
８
・
５
万
件
（
ス
イ

ッ
チ
ン
グ
率
33
・
９
％
）、

関
西
３
３
３
・
５
万
件
（
同

33
・
１
％
）、
中
部
１
６
８

・
１
万
件
（
同
22
・
１
％
）、

九
州
１
０
３
・
６
万
件
（
同

16
・
７
％
）、
東
北
75
・
２

万
件
（
同
13
・
８
％
）、
北

海
道
70
・
８
万
件
（
同
25
・

７
％
）、
中
国
40
・
６
万
件

（
同
11
・
６
％
）、
四
国
26

・
９
万
件
（
同
13
・
９
％
）、

沖
縄
３
・
３
万
件
（
同
４
・

３
％
）。

2019年度ＬＰガス用途別販売量
（単位 ： トン、 ％）

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 年度計

家庭業務用
1,684,937 1,373,036 1,925,717 2,275,400 7,259,090

99.8 103.8 96.3 95.9 98.3

工 業 用
637,247 612,900 764,192 734,580 2,748,919

104.9 96.5 104.5 103.1 102.3

自 動 車 用
144,395 149,419 145,007 127,702 566,523

89.3 89.7 90.9 86.1 89.1

都市ガス用
271,831 295,051 390,612 386,562 1,344,056

84.1 96.7 105.5 107.1 98.8

化学原料用
462,250 630,942 544,739 494,804 2,132,735

114.7 112.8 111.0 91.6 107.0

電 力 用
22,997 57,850 0 0 80,847

－ 51.5 － － 55.6

プ ロ パ ン
2,439,440 2,188,913 2,870,048 3,263,126 10,761,527

96.6 96.5 96.7 96.4 96.6

ブ タ ン
784,217 930,285 900,219 755,922 3,370,643

119.3 111.7 114.9 96.5 110.2

合　計
3,223,657 3,119,198 3,770,267 4,019,048 14,132,170

101.3 100.6 100.5 96.5 99.5

注）下段は前年同期比、前年度比。日本ＬＰガス協会まとめ

工業用が2.3％増

元売販売量 家業用は減少

19
年
度

　
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
荒

木
誠
也
会
長
）
が
18
日
発
表

し
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
元
売
会
社
に

よ
る
２
０
１
９
年
度
国
内
販

売
量
の
家
庭
業
務
用
は
、
前

年
度
比
１
・
７
％
減
の
７
２

５
万
９
０
９
０
㌧
と
な
っ

た
。
４
～
６
月
が
横
ば
い
、

７
～
９
月
で
同
３
・
８
％
増

加
し
た
が
、
暖
房
需
要
が
増

え
る
19
年
10
～
12
月
で
同
３

・
７
％
減
、
20
年
１
～
３
月

で
同
４
・
１
％
減
。

　
19
年
度
の
工
業
用
は
同
２

・
３
％
増
、
化
学
原
料
用
が

同
７
％
増
と
な
り
、
年
度
の

合
計
販
売
量
は
同
０
・
５
％

減
の
１
４
１
３
万
２
１
７
０

㌧
と
な
っ
た
。
工
業
用
は
７

～
９
月
で
や
や
前
年
を
下
回

っ
た
も
の
の
、
他
の
四
半
期

は
プ
ラ
ス
。
化
学
原
料
用

も
、
年
間
を
通
し
て
増
加
傾

向
に
あ
っ
た
。

　
一
方
、
自
動
車
用
は
、
前

年
同
期
比
10
％
減
程
度
で
推

移
し
て
い
た
が
、
１
～
３
月

は
同
13
・
９
％
減
ま
で
落
ち

込
ん
だ
。
３
月
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
外
出

抑
制
に
よ
り
、
タ
ク
シ
ー
の

稼
働
減
で
減
販
影
響
が
出
始

め
て
い
た
。

　
ガ
ス
種
別
で
は
プ
ロ
パ
ン

が
前
年
度
比
３
・
４
％
減
の

１
０
７
６
万
１
５
２
７
㌧
、

ブ
タ
ン
が
同
10
・
２
％
増
の

３
３
７
万
６
４
３
㌧
。

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

「
２
０
１
８
年
度
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
給
実
績
」
に
よ
る
と
、

最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
前

年
度
比
２
・
７
％
減
の
１
万

３
１
２
４


（
原
油
換
算

３
億
３
９
０
０
万
㌔
㍑
）
と

な
っ
た
。
部
門
別
で
は
家
庭

部
門
が
暖
冬
影
響
に
よ
る
給

湯
・
暖
房
需
要
の
減
少
を
受

Ｌ
Ｐ
ガ
ス 

１
割
減
と
振
る
わ
ず

家
庭
消
費
は
８
％
減

18 年 度
エネ需給

け
、
同
７
・
８
％
減
と
大
幅

に
減
少
し
た
ほ
か
、
約
６
割

を
占
め
る
企
業
・
事
業
所
他

部
門
も
鉄
鋼
や
エ
チ
レ
ン
の

生
産
量
減
少
や
省
エ
ネ
の
進

展
な
ど
に
よ
り
同
２
・
１
％

減
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
で
は
、

石
炭
が
同
１
・
９
％
減
、
石

油
が
同
４
・
１
％
減
、
都
市

ガ
ス
が
同
３
・
３
％
減
、
電

力
が
同
２
・
０
％
減
に
対

し
、
蒸
気
・
熱
が
同
２
・
６

％
増
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
水
力
含
む
）
が
同
５
・

４
％
増
。
石
油
の
減
少
理
由

に
つ
い
て
、
企
業
・
事
業
所

部
門
と
家
庭
部
門
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
が
電
力
・
都
市
ガ
ス

へ
転
換
し
て
い
る
こ
と
、
運

輸
部
門
で
の
燃
費
改
善
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

　
石
油
製
品
の
う
ち
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
は
前
年
度
比
10
・
１
％
減

の
４
８
６


（
原
油
換
算

１
２
５
６
万
㌔
㍑
）。
部
門

別
で
は
、
家
庭
が
同
10
・
３

％
減
、
企
業
・
事
業
所
他
が

同
10
・
０
％
減
（
う
ち
製
造

業
が
同
８
・
３
％
減
）、
運

輸
が
同
９
・
８
％
減
、
旅
客

が
同
９
・
４
％
減
、
貨
物
が

同
15
・
２
％
減
と
軒
並
み
振

る
わ
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
同
４

・
６
％
減
の
10
億
５
９
０
０

万
㌧
。
５
年
連
続
の
減
少
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

世
界
的
大
流
行
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

需
給
に
も
大
き
な
影
を
落
と

し
て
い
る
。
原
油
価
格
下
落

に
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
危
機

で
ア
ジ
ア
な
ど
輸
入
国
の
需

要
減
退
が
追
い
打
ち
を
か
け

価
格
が
下
落
。
上
流
部
門
の

投
資
環
境
は
悪
化
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
先
送
り
さ

れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱

物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
）
調
査
部
の
白
川
裕
氏

20
年
以
降
の
動
向
見
通
し

一
時
タ
イ
ト
化
も
再
緩
和

ＬＮＧ需給

は
、
天
然
ガ
ス
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

最
新
レ
ポ
ー
ト
で
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
２
０

２
０
年
以
降
の
需
給
動
向
を

予
測
。
世
界
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
Ｆ
Ｉ
Ｄ
（
最
終

投
資
判
断
）
の
遅
れ
や
原
油

価
格
の
影
響
で
今
年
中
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
需
要
は
い
っ
た
ん
落
ち

込
む
と
の
見
方
を
示
し
て
い

る
。
た
だ
、
供
給
過
剰
基
調

は
変
わ
ら
ず
、
20
年
代
半
ば

ご
ろ
ま
で
に
需
給
が
締
ま

り
、
そ
の
後
は
再
び
緩
和
基

調
に
戻
る
と
す
る
。

　
ま
た
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
研
究
所
の
橋
本
裕
ガ
ス

グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も

12
日
に
発
表
し
た
「
世
界
Ｌ

Ｎ
Ｇ
動
向
（
20
年
４
月
）」

で
、
特
に
コ
ス
ト
高
の
米
国

Ｌ
Ｎ
Ｇ
生
産
設
備
の
一
時
停

止
の
可
能
性
が
現
実
味
を
帯

び
て
い
る
と
危
機
感
を
示

す
。
将
来
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
投
資
活
動
の
減
速
は
既

に
顕
在
化
、
投
資
決
定
済
み

・
建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
今
後
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
供
給
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
の
慎
重
な
見
極
め

が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

　
４
月
末
か
ら
５
月
上
旬
に

か
け
て
原
油
価
格
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
需
要
減
少
と
未
曾
有
の

供
給
過
剰
で
暴
落
し
て
い

る
。
北
米
産
指
標
と
な
る
Ｗ

Ｔ
Ｉ
先
物
価
格
は
年
初
60
㌦

前
後
の
水
準
か
ら
感
染
拡
大

に
伴
い
３
月
に
は
20
㌦
前
後

に
ま
で
急
落
。
米
国
で
は
４

月
下
旬
に
貯
蔵
施
設
が
満
杯

に
な
る
と
の
危
機
感
か
ら
、

Ｗ
Ｔ
Ｉ
の
５
月
渡
し
先
物
価

格
で
史
上
初
の
マ
イ
ナ
ス
も

記
録
し
た
。

　
経
済
活
動
再
開
・
外
出
移

動
制
限
解
除
へ
の
「
期
待
」

か
ら
足
元
の
油
価
は
30
㌦
台

に
持
ち
直
し
て
い
る
が
、
原

油
需
要
回
復
に
は
未
知
数
の

部
分
も
多
い
。
業
界
に
は
今

後
30
～
40
㌦
台
で
の
推
移
を

予
想
す
る
見
方
も
あ
る
が
、

見
通
し
の
下
方
修
正
が
迫
ら

れ
そ
う
だ
。

　
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研

 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
影
響
注
視

30
㌦
台
回
復
も
不
透
明

原油価格

究
所
の
小
山
堅
常
務
理
事
首

席
研
究
員
は
８
日
に
発
表
し

た
特
別
速
報
レ
ポ
ー
ト
で
、

欧
州
や
米
国
、
日
本
な
ど
各

国
の
現
状
を
報
告
。
足
元
で

は
各
国
の
経
済
活
動
再
開
と

外
出
・
移
動
禁
止
制
限
解
除

へ
の
期
待
が
油
価
を
若
干
押

し
上
げ
て
い
る
と
分
析
。
Ｗ

Ｔ
Ｉ
も
４
月
24
日
の
12
・
34

㌦
を
底
に
上
昇
、
今
月
４
日

に
は
20
・
39
㌦
と
20
㌦
台
に

復
帰
、
そ
の
後
23
～
24
㌦
程

度
の
価
格
水
準
に
戻
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ

ラ
ス
の
協
調
減
減
産
も
影
響

し
て
い
る
。

　
一
方
、
実
際
に
需
要
動
向

の
正
確
な
把
握
は
困
難
だ
と

も
指
摘
。
市
場
関
係
者
の
多

く
が
「
不
確
か
な
期
待
や
先

読
み
に
依
存
し
て
い
る
面
も

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
20
年
初
頭
は
60
～
70
㌦
台

で
の
推
移
も
予
想
さ
れ
て
い

た
が
、
直
近
で
は
世
界
銀
行

が
30
～
40
㌦
台
に
下
方
修
正

す
る
な
ど
今
後
も
原
油
相
場

と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を

注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
ガ
ス
燃
料

熊
谷
祐
三
会
長
が

旭
日
小
綬
章
受
章

　
４
月
29
日
発
表
の
春
の
叙

　
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
（
本
社

・
東
京
、
岡
田
賢
二
社
長
）

は
15
日
、
ウ
ェ
ブ
会
議
形
式

で
決
算
会
見
を
行
い
、
今
年

度
を
最
終
年
度
と
す
る
中
期

経
営
計
画
の
定
量
計
画
の
下

方
修
正
を
発
表
し
た
。
昨
年

度
決
算
は
純
利
益
が
５
年
連

続
で
過
去
最
高
益
を
更
新
す

る
な
ど
好
調
を
維
持
し
た

が
、
今
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
加
味
し
、

当
初
計
画
の
純
利
益
１
２
５

億
円
を
同
１
１
０
億
円
に
下

方
修
正
。
石
油
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

な
ど
の
コ
ア
事
業
は
底
堅
く

推
移
す
る
と
し
な
が
ら
、
特

に
自
動
車
販
売
の
減
速
が
マ

イ
ナ
ス
要
因
に
な
る
と
予
測

し
た
。
当
初
総
額
６
０
０
億

円
と
し
て
い
た
投
資
方
針
も

１
７
０
億
円
程
度
減
額
。
た

だ
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
営
業
権
取

得
な
ど
、
案
件
に
よ
っ
て
は

積
極
的
な
投
資
も
辞
さ
な
い

考
え
を
示
し
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
ホ

ー
ム
ラ
イ
フ
部
門
が
当
初
計

画
の
純
利
益
30
億
円
か
ら
４

億
円
減
の
26
億
円
（
対
前
年

比
で
４
億
円
増
）
に
修
正
。

家
庭
用
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
影
響

が
少
な
い
も
の
の
、
施
設
稼

働
自
粛
に
よ
り
産
業
・
工
業

用
の
減
少
を
予
測
し
た
。

　
一
方
、
経
営
方
針
に
掲
げ

た
顧
客
増
や
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
設
置

は
予
定
通
り
進
め
る
。
増
客

で
は
Ｍ
＆
Ａ
や
電
力
と
の
セ

ッ
ト
販
売
、
農
業
法
人
と
の

共
同
事
業
や
西
日
本
エ
リ
ア

を
中
心
と
し
た
コ
イ
ン
ラ
ン

ド
リ
ー
事
業
展
開
な
ど
で
収

益
基
盤
を
一
層
強
化
。
Ｌ
Ｐ

Ｗ
Ａ
に
つ
い
て
は
グ
ル
ー
プ

で
７
万
７
千
件
を
新
た
に
設

置
し
、
年
度
末
に
は
累
計
で

14
万
件
近
く
に
設
置
を
完
了

す
る
見
通
し
。
こ
れ
を
受
け

第
２
号
認
定
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売

事
業
者
の
取
得
も
目
指
す
方

針
だ
。
こ
の
ほ
か
、
東
南
ア

伊 

藤 

忠

エ
ネ
ク
ス 

コ
ア
事
業
は
堅
調
予
測

車
販
売
減
速
で
下
方
修
正

今期計画

ジ
ア
地
区
の
事
業
拡
大
に
つ

い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

計
画
遅
延
な
ど
は
な
い
と
し

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
太
陽

光
発
電
事
業
や
タ
イ
で
の
事

業
連
携
な
ど
需
要
開
拓
の
速

度
を
高
め
て
い
く
考
え
。

　
岡
田
社
長
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
事
業
影
響
に
つ
い
て
「
主

力
の
油
、
ガ
ス
、
電
気
に
つ

い
て
は
大
き
な
下
落
に
は
つ

な
が
ら
な
い
と
見
て
い
る
。

し
か
し
自
動
車
販
売
に
つ
い

て
は
大
き
く
ブ
レ
ー
キ
が
か

か
る
。
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

在
庫
評
価
損
が
第
１
四
半
期

で
顕
在
化
し
た
の
も
マ
イ
ナ

ス
」
と
説
明
し
た
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

収
束
後
を
見
据
え
「
コ
ロ
ナ

後
の
世
界
で
は
何
ら
か
の
パ

ワ
ー
シ
フ
ト
が
起
こ
る
。
今

後
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
モ
ノ
、

コ
ト
、
情
報
を
新
た
に
つ
な

ぎ
直
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

能
力
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
大
き
な
流
れ
の
変
化
に

対
応
す
べ
く
、
国
内
の
エ
ネ

ク
ス
会
の
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
を
は

じ
め
、
社
内
外
で
新
し
い
交

流
の
仕
組
み
の
導
入
を
検
討

し
て
い
く
」
と
意
欲
を
述
べ

た
。

勲
で
盛
岡
ガ
ス
燃
料
会
長
の

熊
谷
祐
三
氏
が
旭
日
小
綬
章

を
受
章
し
た
。

　
熊
谷
祐
三
（
く
ま
が
い
・

ゆ
う
ぞ
う
）
氏
　
１
９
７
１

年
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法

律
学
科
卒
、
81
年
盛
岡
ガ
ス

入
社
。
91
年
盛
岡
ガ
ス
と
盛

岡
ガ
ス
燃
料
の
社
長
に
就

任
。
２
０
１
７
年
盛
岡
ガ
ス

燃
料
会
長
、
18
年
盛
岡
ガ
ス

会
長
。
公
職
は
、
06
年
岩
手

県
法
人
会
連
合
会
長
就
任
。

10
年
～
18
年
岩
手
県
高
圧
ガ

ス
保
安
協
会
長
。
12
年
藍
綬

褒
章
受
章
。
盛
岡
市
出
身
、

72
歳
。

Ｉ
Ｇ
Ｗ
軸
に
事
業
創
造

中
計
達
成
に
メ
ド 

コ
ロ
ナ
禍
後
見
据
え

岩谷産業　
間
島
寛
・
岩
谷
産
業
社
長
は
15
日
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
２
０
２
０

年
３
月
期
決
算
発
表
会
で
、
減
収
も
過
去
最
高
益
を
記
録
し
、
今

期
最
終
年
度
を
迎
え
る
中
計
・
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
20
に
つ
い
て
、
既
に
前

倒
し
で
達
成
済
み
の
財
務
指
標
に
加
え
、
重
要
指
標
に
掲
げ
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
直
売
１
０
０
万
件
を
１
年
前
倒
し
で
達
成
、
カ
セ
ッ
ト
こ

ん
ろ
・
ボ
ン
ベ
の
販
売
数
量
も
目
標
達
成
が
ほ
ぼ
見
え
た
こ
と
を

報
告
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後
の
事
業
構
造

に
つ
い
て
は
、
京
都
を
中
心
に
実
証
・
実
装
段
階
に
入
っ
た
イ
ワ

タ
ニ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
（
Ｉ
Ｇ
Ｗ
）
を
コ
ア
に
、
新
た
な
事
業
分
野

へ
の
創
造
と
資
源
集
中
に
挑
戦
す
る
意
欲
を
強
調
し
た
。

　
間
島
社
長
は
「
次
期
業
績

は
４
月
以
降
、
主
に
産
業
ガ

ス
・
機
械
事
業
で
大
き
な
影

響
が
出
る
と
見
て
い
る
が
、

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
で
の

民
生
用
、
特
に
家
庭
用
需
要

は
３
～
４
月
の
気
温
が
低
め

に
推
移
し
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ

対
策
で
の
巣
ご
も
り
の
影
響

で
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
な

ど
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ

た
」
と
説
明
し
た
。

　
イ
ワ
タ
ニ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

に
つ
い
て
は
、
「
京
都
で
２

５
０
件
の
実
証
試
験
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
京
丹
後
市

と
の
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
の

自
動
検
針
や
高
齢
者
見
守
り

な
ど
、
地
域
課
題
や
地
域
活

性
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
目
指
し
た
連
携
も
開
始
し

た
。
商
用
化
に
向
け
仕
上
げ

の
最
終
段
階
に
入
っ
た
。
コ

ロ
ナ
対
策
は
幅
広
い
分
野
で

経
験
を
積
ん
だ
面
も
あ
り
、

今
後
は
イ
ワ
タ
ニ
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
を
家
庭
と
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
に
、
『
ア
フ
タ
ー

・
コ
ロ
ナ
』
を
見
据
え
た
事

業
分
野
の
創
造
が
大
き
な
テ

ー
マ
だ
」
と
し
た
。

　
新
事
業
創
出
の
コ
ア
と
な

る
イ
ワ
タ
ニ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

の
広
域
展
開
に
つ
い
て
は
、

「
家
庭
用
ガ
ス
漏
れ
警
報
器

『
み
は
り
』
が
誕
生
50
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
新
商
品
と
と
も
に
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
普
及
を
加

速
さ
せ
た
い
。
検
針
や
物
流

の
合
理
化
と
い
う
側
面
で
の

役
割
に
加
え
、
一
般
家
庭
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
成
長
さ
せ

て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。
ス
キ

ー
ム
自
体
に
偏
在
的
な
普
及

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
自
治

体
と
の
連
携
が
重
要
に
な

る
。
今
後
は
自
治
体
連
携
を

視
野
に
面
的
な
普
及
拡
大
に

臨
み
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
５
日
に
創
業
90
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
報
告

し
、「
創
業
精
神
に
立
ち
返

り
、
１
０
０
年
企
業
に
向
け

て
安
全
と
安
心
を
提
供
す
る

基
幹
事
業
と
新
分
野
事
業
の

両
輪
で
さ
ら
な
る
成
長
を
目

指
し
て
い
く
」
と
意
欲
を
見

せ
た
。


